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研究テーマ
　1）原生動物、特に無色鞭毛虫の系統分類
　2）微細藻類、特に緑色藻類の系統分類
研究概要
　プロチスタ（原生生物）とは藻類や原生動物など主に
単細胞性の真核生物であり、私たちの目につくことはあ
まりありません。真核生物の多様性を考えたとき、私た
ちは多細胞動物（後生動物）や陸上植物のような多細胞
生物の多様性に目が行きがちです。しかし真核生物全体
の系統的多様性を見てみると、これら後生動物や陸上植
物は数十もの系統群の中のそれぞれ１つ（のさらに一部）
に過ぎません（図 1）。真核生物の系統的多様性はプロ
チスタの系統的多様性とほとんど同義と言っても過言で
はありません。つまり真核生物の系統・進化的全体像を
つかむためには、プロチスタの多様性を知らなければな
りません。このことは私たちに密接な関係をもつ多細胞
生物の起源や進化を考える際にも必須なことです。さら
にプロチスタは海洋・淡水域・陸上域さらには温泉や無
酸素環境、他の生物体内などあらゆる環境に多量に生育
しています。当然これらプロチスタは、生産者や低次の
消費者として生態的にも極めて重要な役割を担っていま
す。プロチスタの系統・進化的関係の理解とそれに基づ
く分類は、あらゆる生物学の重要な基盤となる分野であ
ると考えられます。

　しかし残念ながら、プロチスタの多様性は十分理解さ
れているとは言えません。多くが単細胞性であるため研
究の歴史が浅く、認識すらされていない生物が数多く存
在します。例えばある池の水を一滴取って顕微鏡下で見
てみると、同定すらできない未知のプロチスタが見つか
ることがしばしばあります。また近年では環境中から直
接採取した DNA を用いた分子系統学的研究が盛んに行わ
れていますが、そこでもプロチスタの多様性は我々が現
在認識している程度を遙かに上回るものであることを示
しています。そこで私はこれまで微細藻類や無色鞭毛
虫などプロチスタの系統分類学的な研究を行ってきまし
た。 
　前述したように野外から採取したサンプルには未知の
プロチスタが数多く存在します。それを単離・培養し、

図１　真核生物の系統

図２　さまざまな定数群体性緑色藻

実際にどのような生物であるのかを光学・電子顕微鏡に
よって詳細に観察します。微細構造を中心としたこれら
形態形質に加えて 18S rDNA などの分子形質を用いてそ
の生物の系統的位置を調査すると同時に、その生物の分
類学的位置を決定します。またこれらの情報から、その
生物群がどのように進化してきたのかを考察することが
できます。既知の生物であってもプロチスタの分類は多
分に人為的なものが多く残されており、上述のような情
報からその生物の正しい系統・分類学的位置を知ること
ができます。例えば図 2のような定数群体性緑色藻は従
来１つの分類群にまとめられていましたが、微細構造や
分子形質を調べてみると、これらの藻類が系統的にばら
ばらなものである（場合によっては綱レベルで異なる）
ことが分かりました。このような研究を積み重ねること
によって真核生物の進化・系統の全体像に迫れるのでは
ないかと期待しています。 
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